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一
月
二
十
四
日
か
ら
二
十
八
日
、
真

宗
会
館
に
お
き
ま
し
て
、
毎
年
の
教
区

報
恩
講
を
兼
ね
ま
し
て
、
宗
祖
親
鸞
聖

人
七
百
五
十
回
御
遠
忌
お
待
ち
受
け
大

会
並
び
に
真
宗
会
館
設
立
二
十
周
年
式

典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
度
の
お
待
ち
受
け
法
要
は
、
大

谷
暢
顕
門
首
の
御
親
修
に
よ
り
勤
ま
り
、

起
立
散
華
が
行
わ
れ
、
例
年
の
報
恩
講

と
は
一
味
違
う
厳
粛
な
雰
囲
気
で
勤
め

ら
れ
ま
し
た
。 

い
よ
い
よ

一
年
後

に
宗
祖

の
御
遠

忌
を
控
え
、
教
区
が
一
丸
と
な
り
、
ま

た
一
人
ひ
と
り
が
御
遠
忌
を
迎
え
る
大

切
な
法
要
が
勤
め
ら
れ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。 

 

ま
た
、
真
宗
会
館
設
立
二
十
周
年
と

い
う
こ
と
で
も
あ
り
ま
し
た
。
本
明
寺

で
は
二
十
年
前
に
行
わ
れ
た
、
設
立
の

落
慶
法
要
に
団
体
参
拝
し
て
お
り
ま
し

た
。
そ
の
時
に
真
宗
会
館
前
で
撮
影
し

た
集
合
写
真
が
あ
り
ま
し
た
の
で
掲
載

し
ま
す
。 
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二
月
十
九
日
（
金
）
真
宗
会
館
に
お

き
ま
し
て
、
「
『
御
文
』
か
ら
現
代
の
性

差
別
を
考
え
る
学
習
会
」
を
開
催
い
た

し
ま
し
た
。
昨
年
度
ま
で
は
教
区
報
恩

講
学
習
会
と
し
て
、
報
恩
講
企
画
会
と

共
に
「
お
浚
え
の
御
文
」
を
中
心
に
し

て
学
習
会
を
開
い
て
き
ま
し
た
が
、
今

年
度
か
ら
は
「
お
浚
え
の
御
文
」
だ
け

に
留
ま
ら
ず
、『
御
文
』
全
体
を
通
し
て

現
代
の
性
差
別
を
考
え
る
学
習
会
に
な

り
ま
し
た
。
今
回
は
箕
輪
秀
邦
氏
（
仁

愛
大
学
名
誉
教
授
）
よ
り
「
女
性
差
別

問
題
を
御
文
に
学
ぶ
」
と
い
う
講
題
で

お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 （
以
下
要
約
） 

『
御
文
』
の
中
に
は
「
五
障
三
従
」

「
あ
さ
ま
し
き
女
人
」
な
ど
差
別
的
表

現
が
あ
る
が
、「
男
女
老
少
を
え
ら
ば
ざ

る
」「
女
人
を
え
ら
ば
ず
」
と
い
う
平
等

的
表
現
も
あ
り
ま
す
。
蓮
如
上
人
は
全

て
の
『
御
文
』
に
お
い
て
差
別
を
し
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
確
認
し
て

お
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
キ
リ

ス
ト
教
の
聖
書
の
中
に
も
差
別
的
表
現

は
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
言
葉
を
読
ま
な

い
と
い
う
こ
と
を
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
私
た
ち
宗
派
の
儀
式
作
法
の
場
で

は
差
別
的
表
現
が
あ
る
『
御
文
』
を
平

気
で
拝
読
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ

の
こ
と
を
話
し
合
う
場
が
持
た
れ
て
い

な
い
こ
と
が
現
実
で
す
。 

そ
も
そ
も
、
人
権
や
平
等
と
い
う
こ

と
が
問
題
に
さ
れ
た
の
は
十
八
世
紀
フ

ラ
ン
ス
革
命
以
降
、
ル
ソ
ー
の
『
人
間

不
平
等
起
源
論
』
に
始
ま
り
ま
す
。
そ

れ
か
ら
様
々
な
人
権
が
主
張
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
が
、
男
女
の
不
平
等

問
題
は
二
十
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
の
フ

ェ
ミ
ニ
ズ
ム
（
女
性
同
権
主
義
、
女
権

拡
張
論
、
女
性
解
放
運
動
）
か
ら
で
す
。

結
果
、
婦
人
参
政
権
が
認
め
ら
れ
社
会

的
平
等
に
は
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
社

会
的
平
等
に
な
っ
て
も
「
女
性
差
別
観

」
は
な
く
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ

は
、
男
女
不
平
等
が
歴
史
の
中
に
す
り

込
ま
れ
た
思
想
で
あ
り
、
男
女
共
に
男

女
不
平
等
と
い
う
意
識
が
変
わ
ら
な
か

っ
た
こ
と
、
つ
ま
り
意
識
の
固
定
化
（

『
御
文
』
か
ら 

現
代
の
性
差
別
を 

考
え
る
学
習
会 
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パ
ラ
ダ
イ
ム
）
が
あ
る
か
ら
で
す
。
こ

れ
か
ら
は
私
た
ち
が
長
い
歴
史
の
中
で

作
っ
て
き
た
男
女
不
平
等
の
パ
ラ
ダ
イ

ム
チ
ェ
ン
ジ
（
固
定
化
し
た
意
識
を
変

え
る
）
を
し
な
く
て
は
い
け
な
い
と
思

い
ま
す
。 

 

『
御
文
』
の
中
で
差
別
的
表
現
が
あ

る
と
し
て
特
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
は

「
お
浚
え
の
御
文
」
の
「
五
障
三
従
」

と
い
う
言
葉
で
す
。
こ
の
「
五
障
三
従

」
と
い
う
言
葉
は
蓮
如
上
人
か
ら
使
わ

れ
た
の
で
は
な
く
、
歴
史
を
辿
る
と
原

始
仏
教
の
時
代
の
イ
ン
ド
ま
で
遡
り
ま

す
。「
五
障
三
従
」
と
い
う
言
葉
は
カ
ー

ス
ト
制
度
、
ま
た
ヒ
ン
ズ
ー
教
の
中
で

使
わ
れ
て
き
た
言
葉
な
の
で
す
。
そ
れ

が
長
い
仏
教
の
歴
史
の
中
で
入
り
込
み
、

経
典
と
し
て
伝
わ
り
、
日
本
仏
教
の
女

性
差
別
観
が
パ
ラ
ダ
イ
ム
と
し
て
根
強

く
残
っ
て
お
り
、
蓮
如
上
人
の
『
御
文

』
の
中
に
差
別
的
表
現
が
入
っ
て
き
た

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
し

か
し
蓮
如
上
人
の
差
別
的
表
現
に
は
女

人
禁
制
な
ど
当
時
の
仏
教
が
女
性
を
排

除
し
よ
う
と
し
た
意
図
の
も
の
で
は
な

く
、
逆
に
性
的
差
別
の
中
に
あ
っ
た
女

性
と
真
剣
に
向
か
い
合
い
、
積
極
的
に

女
性
救
済
を
考
え
、
願
っ
て
い
た
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

最
後
に
、
こ
れ
か
ら
の
差
別
的
表
現

が
あ
る
お
聖
教
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
、

文
言
を
変
え
た
り
、
削
除
す
る
の
で
は

な
く
、
ま
ず
は
儀
式
作
法
の
場
で
は
読

ま
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
逆
に
、
声

明
の
稽
古
や
研
修
会
や
学
習
会
な
ど
で

は
真
剣
に
向
か
い
合
う
必
要
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。 

（
同
朋
社
会
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

『
し
ゃ
ば
ネ
ッ
ト
』
掲
載
記
事
よ
り
） 

 

   

◆
一
月
十
三
日
（
水
） 

 

山
谷
炊
き
出
し
② 

 

◆
二
月
五
日
（
金
） 

 

お
寺
の
子
ど
も
会
サ
ポ
ー
ト
プ
ラ
ン 

 

◆
二
月
十
日
（
水
） 

山
谷
炊
き
出
し
③ 

 

◆
二
月
十
四
日
（
日
） 

親
鸞
フ
ォ
ー
ラ
ム 

 

◆
三
月
二
十
五
（
木
）
～
二
十
六
日
（
金
） 

 

非
戦
平
和
研
修
会

in

長
野
県
松
代 

 

な
ど
な
ど 
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一
月 

二
月 

三
月 



明―みょう―  №16 2010 年 4 月 1 日発行 

- 6 - 

                    

                    

                    

◆
お
み
が
き
奉
仕
の
つ
ど
い 

五
月
二
十
三
日
（
日
） 

十
三
時
か
ら 

 

一
緒
に
仏
具
を
き
れ
い
に
し
な
が

ら
お
話
を
し
ま
せ
ん
か
。 

◆
永
代
経
法
要 

五
月
三
十
日
（
日
） 

日
程 

1
2

:0
0
 

受
付 

1
3

:0
0
 

お
勤
め 

1
4

:0
0
 

法
話 

1
5

:0
0
 

お
斎
（
親
睦
会
） 

永
代
経
法
要
と
は
、
永
代
に
わ
た

り
お
経
（
教
え
）
が
大
切
に
受
け
継

が
れ
る
こ
と
を
願
い
お
勤
め
す
る
法

要
で
す
。
ご
家
族
に
も
お
声
か
け
を

し
、
ご
一
緒
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

◆
東
京
一
組 御

遠
忌
団
体
参
拝 

二
〇
一
一
年
四
月
二
十
五
日
（
月
） 

～
二
十
七
日
（
水
） 

コ
ー
ス 

東
本
願
寺
（
御
遠
忌
法
要
）
～
郡

上
八
幡
～
白
川
郷
・
明
善
寺
～
高

山
別
院 

費
用 

七
万
八
千
円 

本
明
寺
定
員 

十
二
名 

（
全
体
定
員
一
四
〇
名
） 

 

宗
祖
親
鸞
聖
人
七
百
五
十
回
御
遠

忌
法
要
を
真
宗
本
廟
（
京
都
・
東
本

願
寺
）
に
お
い
て
厳
修
し
ま
す
。
五

十
年
に
一
度
の
こ
の
勝
縁
に
聖
人
を

偲
び
つ
つ
、
そ
の
み
教
え
を
聞
き
ひ

ら
い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す 

◆
本
明
寺
聞
法
会 

期
日 六

月
二
十
日
（
日
） 

七
月
二
十
五
日
（
日
） 

八
月
二
十
九
日
（
日
） 

九
月
十
九
日
（
日
） 

時
間 十

四
時
～
十
六
時 

お
話 

 

本
田
彰
一
（
本
明
寺
副
住
職
） 

 

昨
年
の
報
恩
講
に
お
い
て
帰
敬
式

を
執
り
行
う
に
当
た
り
、
真
宗
入
門

講
座
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
そ
し

て
講
座
終
了
後
か
ら
、
こ
の
よ
う
な

講
座
の
開
催
を
求
め
る
声
が
ご
ざ
い

ま
し
た
の
で
、
休
会
し
て
い
ま
し
た

本
明
寺
聞
法
会
と
し
て
再
開
い
た
し

ま
す
。
ぜ
ひ
と
も
、
ご
参
加
く
だ
さ

い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 
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※
お
申
し
込
み
・
お
問
合
せ
は
、

お
気
軽
に
本
明
寺
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。 

◎
お
詫
び
と
訂
正
◎ 

小
紙
№
十
五
号
四
頁
下
段
に
お

き
ま
し
て
、
根
本
武
彦
氏
の
法
名

を
誤
っ
て
掲
載
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
根
本
氏
に
は
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
し
た
こ
と
を
お
詫
び
す
る

と
と
も
に
、
左
記
の
と
お
り
訂
正

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

誤 

釋 

彦
武 

正 

釋 

彦
清 

 

本明寺 
宗祖親鸞聖人七百五十回御遠忌 
お待ち受け大会 兼 本明寺報恩講 

期日：２０１０年１０月３１日（日） 

日程 

     12:00 法話（本田隆見 本明寺住職）  

     13:00 お待ち受け法要  

     14:00 落語（古今亭  菊千代師匠）  

     15:00 お斎 

 

いよいよ、宗祖親鸞聖人七百五十回御遠忌の法要が来年３月

より真宗本廟（京都・東本願寺）にて厳修いたします。その御

遠忌に向けて、様々なところで親鸞聖人にちなんだ行事やイベ

ントが行われています。  

 本明寺におきましても親鸞聖人の御遠忌を来年に控えまし

て、お待ち受け大会を開催いたします。５０年に一度のこの勝

縁に聖人を偲びつつ、そのみ教えを聞きひらいていきたいと思

います  
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◆
私
た
ち
の
真
宗
◆ 

一
、
本
尊 

 

阿
弥
陀
如
来 

二
、
宗
祖 

 

親
鸞
聖
人 

三
、
宗
旨 

 

浄
土
真
宗 

四
、
宗
派 

 
真
宗
大
谷
派 

五
、
本
山 

 

真
宗
本
廟
（
京
都
・
東
本
願
寺
） 

六
、
経
典 

 

浄
土
三
部
経 

仏
説
無
量
寿
経 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

仏
説
観
無
量
寿
経 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
仏
説
阿
弥
陀
経 

七
、
教
え 

 

本
願
を
信
じ
、
念
仏
も
う
さ
ば
仏
に
な
る 

八
、
称
名 

 

南
無
阿
弥
陀
仏 

九
、
勤
行 

 

正
信
偈
・
念
仏
・
和
讃
・
回
向
・
御
文 

十
、
宗
風 

 

礼
拝
の
生
活 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

《
朝
夕
に
勤
行
を
い
た
し
ま
し
ょ
う
》 

 
 

 
 

 
 

 

正
信
の
生
活 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

《
迷
信
に
惑
わ
さ
れ
な
い
で
歩
み
ま
し
ょ
う
》 

 
 

 
 

 
 

 

聞
法
の
生
活 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

《
仏
法
を
聴
聞
し
、
生
ま
れ
た
意
義
と 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

生
き
る
喜
び
を
み
つ
け
ま
し
ょ
う
》 

★
ご
意
見
・
ご
感
想
・
ご
質
問
な
ど
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。 

★
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
ご
希
望
の
方
は
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
す
ぐ
に
お
送
り
い
た
し
ま
す
。 

発
行 

真
宗
大
谷
派 

本
明
寺 

 
 

副
住
職 

本
田 

彰
一
（
釋 

彰
一
） 

〒1
3
0
-
0
0
1
2
 

 東
京
都
墨
田
区
太
平
二‐

七‐

一 

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

0
3
-
3
6
2
3
-
1
5
3
6
 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

0
3
-
3
6
2
3
-
1
5
3
8
 

E
-
m
a
i
l
 

h
o
n
m
y
o
u
j
i
@
m
x
1
.
t
t
c
n
.
n
e
.
j
p
 

Ｕ
Ｒ
Ｌ 

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
1
.
t
t
c
n
.
n
e
.
j
p
/
h
o
n
m
y
o
u
j
i
/
 

あ
と
が
き 

▼
現
在
墨
田
区
で
建
設
中
の
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
が

東
京
タ
ワ
ー
の
高
さ
を
越
え
ま
し
た
。
建
設
中
の

ス
カ
イ
ツ
リ
ー
を
見
よ
う
と
多
く
の
人
が
訪
れ

て
い
ま
す
。
お
近
く
に
来
た
際
は
本
明
寺
に
お
参

り
く
だ
さ
い
。 


